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3PL01	 	制御性Ｔ細胞による免疫応答制御	
Control	of	immune	responses	by	regulatory	T	cells

日　 時：12月8日（金）10：30～11：25
会　 場：第13会場（神戸国際会議場 1階 メインホール）
座　 長：河本 宏（京都大学ウイルス・再生医科学研究所）

坂口 志文
（大阪大学免疫学フロンティア研究センター・実験免疫学）

　正常個体中に存在する制御性T細胞は、免疫自己寛容の維持、様々な免疫応答の抑制的制御に枢要
である。内在性制御性T細胞の大部分は胸腺で、機能的に成熟した形で産生される。転写因子Foxp3
は、制御性T細胞に特異的に発現し、制御性Ｔ細胞の発生、機能発現を制御するマスター制御遺伝子で
ある。Foxp3＋CD25＋CD4＋制御性T細胞の量的・質的異常は、様々な自己免疫／炎症性疾患の直接的
原因となる。典型例として、小児の免疫不全疾患であるIPEX症候群では、Foxp3遺伝子突然変異によ
り、高頻度にＩ型糖尿病、甲状腺炎、炎症性腸疾患のみならず、重篤なアレルギー（皮膚炎、食物アレル
ギー）を発症する。Foxp3の重要な機能として、正常T細胞にFoxp3を発現させると、機能、表現型の点
で内在性制御性T細胞と同等の制御性T細胞に転換できる。しかしながら、Foxp3の発現のみでは、制
御性Ｔ細胞の遺伝子発現プロファイルあるいは機能的安定性を付与できない。制御性Ｔ細胞を標的と
する免疫応答制御の臨床応用に向けては、Foxp3遺伝子のみならず制御性Ｔ細胞特異的遺伝子のエピ
ジェノム制御が重要である。現在、制御性T細胞を標的としてその抗原特異的増殖による自己免疫病
の治療、移植臓器に対する免疫寛容誘導の試み、逆に、制御性T細胞の量的、機能的減弱を図ることで
腫瘍免疫、微生物免疫を亢進させる試みがヒトで進んでいる。本講演では、制御性Ｔ細胞による免疫抑
制の分子機構、および制御性Ｔ細胞機能、細胞系譜の維持機構について、ヒト制御性Ｔ細胞の臨床応用
への展開を含めて議論する。
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